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ピス
自衛隊の海外派兵を食い止め、大囁軍縮を！

米軍基地を撤去しよう！

反核運動を継続し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

沖縄タイムズ・琉球新報に

意見広告を！

H
本
初
に
参
加
し
よ
う

沖
縄
か
ら
●
伊
波
洋
一

憲
法
の
再
定
義
を
許
さ
な
い
●
青
木
雅
彦

な
ぜ
「
地
位
協
定
見
直
し
」
な
の
か
●
西
山
宏

米
軍
は
公
正
な
償
い
を
●
交
通
事
故
遺
族
の
た
た

か
い
岩
国
か
ら
／
県
道
越
実
弾
演
習
移
転

賛
成
か
反
対
か
。
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1
ど

i

i

躙

別

に

つ

い

て

‘

県

民

の

買

合

を

問

い

ま

す

。

未

来

へ

の

思

い

を

あ

な

た

の

一

票

に

託

し

ま

し

ょ

う

。

●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）

個人 1口1000円 個人 1口 500円 3000円

団体 1口2000円 団体 1口1000円

〈会費は本誌購読料を含みます〉

脱軍備ネットワーク

キャッチピース



沖縄県が提起している
「米軍基地の整理・縮小」と

「地位協定の見直し」に賛成します。

沖縄の新聞に意見
広告を出そう！

● 「ふるさとを思う気持ちは今も変わらない。安心して里帰りが

できる平和な沖縄を」。神奈川県相模原市に住む沖縄出身の仲田

博康さんは、 9月8日に行われる沖縄県の県民投票に向けて地元

2紙（沖縄タイムズ、琉球新報）に意見広告を出そう、と全国

に呼びかけている。

● 「今回の県民投票は、沖縄県民が自らの住む土地の未来を決

定するという、歴史的にも意義あるはじめての試みです。（略）

しかし、わたしたちには残念ながら投票権がありません。基地

のない平和な沖縄の建設の第一歩であり、日本の将来を決定す

る歴史的な瞬間であるこの沖縄の県民投票を前に、私たちも

何らかの形で投票に「参加」したい」（よびかけ文から）。県

民投票のテーマである「基地の整理縮小」と「地位協定の見

直し」に賛成し、「軍事基地を平和と人間の幸せに結びつく生

産の場所に変えよう」などと訴えるメッセージを賛同者の氏名

とともに掲載する計画だ。

● 300万円の費用がかかる、

賛同申し込みは次の要領で。
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1口千円で3000人の賛同を集めるのが目標。

.............................................................. 
◎ 1口 10 0 0円（できれば複数口をお願いします）

◎郵便振替口座 00260-1-12390 口座名義

＊住所氏名及び、氏名掲載の可否を明記してください。

＊氏名掲載可能な沖縄県出身者の場合は「沖縄県」と明記してください。.............................................................. 

意見広告の会

● 第一次集約が8月20日迫っています。ただ、 8月末なら氏名掲載に間に合うとのこ

とです。沢山の協力で是非とも成功させましょう！ お問い合わせは下記まで。（編集部）

賛同協力●東京大田昌秀後援会●沖縄・一坪反戦地主会関東プロック●東京沖縄県人会青年部

●NO!レイプ NO!ベース 女たちの会 ●日本新間労慟組合連合

［間言8・ロ塁｝靡塁畠醤閾嘉晶は雷翌笠虐霜ぞ ？名［及且9嘉五門；四雰悶I
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（
十
九
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

「
原
発
と
は
共
生
で
き
な
い
」
二
年
新
潟
県
巻
町

の
人
々
は
、
住
民
投
票
で
意
志
を
明
ら
か
に
し

た
。
無
謀
な
原
子
力
政
策
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本

の
政
治
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
く
可

能
性
が
、
地
域
に
こ
そ
有
る
こ
と
を
示
し
た
っ

そ
れ
は
、
沖
縄
の
人
々
が
切
り
開
い
て
き
た

可
能
性
で
も
あ
る
。

昨
年
三
月
、
「
米
軍
の
フ
レ
ゼ
ン
ス
を
日
本

国
民
は
歓
迎
し
て
い
る
」
と
、
「
日
米
安
保
報
告

書
」
で
述
べ
た
時
、
楚
辺
通
信
施
設
が
「
不
法

占
拠
」
と
な
り
、
普
天
間
基
地
の
撤
去
を
約
束

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
と
、
い
っ
た
い
ペ

ン
タ
ゴ
ン
の
だ
れ
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
か
。

．
 

日
米
首
脳
会
談
と
同
じ
四
月
十
七
日
、
ア
メ

リ
カ
下
院
で
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
問
題
小
委
員
会

の
「
東
南
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
ー
沖
縄
か
ら
非

武
装
地
帯
ま
で
」
と
い
う
公
聴
会
が
開
か
れ
て

い
た
ダ
グ
・
ビ
ー
ラ
イ
タ
ー
委
員
長
（
共
和

党
）
は
、
沖
縄
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
つ

「
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
二

0
％
を
返
還
す
る
と

い
う
合
意
は
バ
ン
ド
エ
イ
ド
の
よ
う
な
応
急
措

置
に
す
ぎ
ず
、
日
本
国
民
が
米
軍
の
駐
留
に
対

し
て
抱
く
感
覚
に
関
わ
る
長
期
的
な
問
題
に
対

処
す
る
も
の
で
は
な
い
。
沖
縄
の
人
々
は
こ
の

決
定
を
結
果
的
に
沖
縄
の
基
地
の
拡
大
に
つ
な

が
る
、
と
怒
り
と
と
も
に
受
け
と
め
て
い
る
。

県
知
事
は
二
（
）
一
五
年
ま
で
に
す
べ
て
の
基
地

を
撤
去
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
」
。

逆
風
だ
け
じ
ゃ
な
い

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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~
心
の
ス
に

二
内
[
-
土

・

｀

●

 ．
 

~
六
月
二
五
日
、
在
日
米
海
軍
司
令
部
最
新
鋭

．
 

~
の
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
ミ
サ
イ
ル
駆

2
迩
艦
「
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
」
（
満
載
排

[
水
最
八
、
四
一
三
ト
ン
、
三
百
四
十
一
人
乗
り

．
 

~
組
み
）
を
今
年
九
月
末
以
降
、
横
須
賀
に
配
備

．
 

i
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
で
イ
ー
ジ
ス
艦
の
横

・
 

~
須
賀
母
港
は
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
「
バ
ン
カ
ー
ビ

・
 

~
ル
」
「
モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
」
に
次
い
で
三
隻
目
に
な

．
 

~
る
。
こ
れ
と
交
代
に
佐
世
保
で
乗
組
員
が
強
盗

・
 

？
事
件
を
起
こ
し
た
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
マ
ク
ラ
ス

・
 

~
キ
ー
は
本
国
に
帰
る
。

．
 

・
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
は
、
米
海
軍
初

．
 

~
の
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
「
ア
ー
レ
イ
・
バ
ー
ク
」

．
 

ご
叙
の
四
番
艦
と
し
て
一
九
九
四
年
に
就
航
し
、

：
海
上
自
衛
隊
の
イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
「
こ
ん
ご

・
 

？
っ
」
型
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
最
新
鋭
艦
で
あ

．
 

~
る
。
極
東
・
中
東
の
「
有
事
」
を
に
ら
ん
で
米

・
 

~
軍
が
横
須
賀
に
し
つ
ら
え
た
戦
争
の
機
械
が
世

．
 

？
界
最
強
の
部
隊
へ
と
再
び
大
き
く
な
ろ
う
と
し

• 
~
て
い
る
°
J
◆
◆

．
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一
方
、
昨
年
九
月
の
大
田
知
事
の
代
理
署
名
拒

否
に
対
す
る
国
の
職
務
命
令
訴
訟
で
は
、
福
岡
高

裁
那
覇
支
部
で
一
二
月
二
十
五
日
に
国
が
勝
訴
し
た

が
、
沖
縄
県
は
四
月
一
日
に
最
高
裁
に
上
告
し

た。

代
理
署
名
裁
判
、

知
事
証
言

最
高
裁
で

沖
縄
県
議
会
選
挙
報
告

沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
で
国
と
沖
縄
の
緊
張
が

強
ま
っ
て
い
く
中
、
四
月
号
か
ら
報
告
を
中
断
し

て
い
た
。
理
由
は
、
私
が
今
年
―
一
月
に
沖
縄
中
部

地
区
労
事
務
局
長
の
任
期
が
終
わ
り
、
六
月
九
日

に
あ
っ
た
沖
縄
県
議
会
議
員
選
挙
に
宜
野
湾
市
で

挑
戦
し
た
た
め
に
報
告
を
送
れ
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。経
過
報
告
を
兼
ね
て
、
今
後
の
沖
縄
県
政
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
沖
縄
県
会
議
員
選
挙
に

つ
い
て
報
告
す
る
。

早
期
全
面
返
還
が
約
束
さ
れ
た
普
天
間
基
地
の

そ
し
て
、
一
回
目
の
五
月
十
四
日
に
は
家
族
で

稽
古
し
た
琉
球
―
二
味
線
で
琉
球
古
典
音
楽
を
家
族

と
仲
間
と
共
に
演
奏
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

喜
納
昌
吉
さ
ん
も
立
ち
入
り
に
参
加
し
た
。

五
月
十
一
日
に
は
、
県
収
用
委
貝
会
が
国
の
緊

急
使
用
申
請
を
特
に
緊
急
性
は
無
い
と
不
許
可
に

し
、
国
の
不
法
占
拠
状
態
は
継
続
さ
れ
、
「
象
の
オ

リ
」
に
関
し
て
日
米
安
保
条
約
上
の
義
務
で
あ
る

米
軍
用
施
設
の
安
定
的
な
提
供
が
事
実
上
破
綻
し

た。
日
米
両
政
府
と
も
そ
の
こ
と
を
深
刻
に
受
け
と

め
て
お
り
、
来
年
五
月
十
五
日
に
同
様
な
事
態
が

県
内
各
基
地
で
起
こ
る
こ
と
を
恐
れ
て
特
別
立
法

で
強
制
使
用
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
国
の
動
き
も

始
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
長
期
に
わ
た
る
国
の
不
法
占
拠
状
態
に

対
し
て
知
花
昌
一
さ
ん
は
七
月
二
十
五
日
に
、
土

地
明
け
渡
し
と
一
日
に
付
き
一
万
円
の
損
害
賠
償

を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
国
の
弁
明
や
司
法

の
判
断
が
注
目
さ
れ
る
。

沖縄か
沖縄がかわれば、

卜
アジア・太平洋がかわる

ー

〒901-22

沖縄県宜野湾市志真志517-1

沖縄乞ス哨教平和センタ—気付

TEL 098(898)6628 

FAX 098(897)6653 

郵便振替鹿児島2-11249

「
沖
縄
か
ら
」

「
沖
縄
ボ
イ
ス
」

編
集
委
員

伊
波
洋
一

（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
前
沖
縄
中

部
地
区
労
事
務
局
長
）

報
告
⑰

国
内
初
の
県
民
投
票
、

九
月
八
日
実
施
ヘ

あ
る
宜
野
湾
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
社
民
、
自
民
、

新
進
が
各
一
議
席
と
野
党
多
数
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
二
十
年
間
で
米
軍
基
地
完
全
撤
去
を

取
り
組
む
大
田
県
政
を
支
え
、
県
議
会
与
党
多
数

を
実
現
し
て
普
天
間
基
地
跡
地
利
用
を
早
期
に
実

現
す
る
た
め
に
社
民
党
現
職
に
加
え
、
無
所
属
の

私
が
県
議
選
挙
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

共
産
党
も
独
自
候
補
を
擁
立
し
、
自
民
、
新
進

を
含
め
て
の
厳
し
い
選
挙
と
な
っ
た
。

主
な
争
点
は
普
天
間
基
地
返
還
の
早
期
実
現
と

跡
地
利
用
だ
っ
た
が
、
結
果
は
、
私
、
自
民
党
、
社

民
党
の
現
職
の
順
で
当
選
し
、
宜
野
湾
市
で
与
党

多
数
を
実
現
し
た
。

県
政
全
体
で
も
与
党
系
無
所
属
五
議
席
と
な

り
、
自
民
が
四
議
席
減
ら
し
て
与
党
多
数
（
二
十

五
対
―
―
十
三
）
の
実
現
に
つ
な
が
っ
た
。
与

党
は
あ
と
一
―
ー
三
議
席
を
伸
ば
す
と
思
わ
れ
て
い

た
が
、
社
民
党
は
中
央
で
日
米
安
保
や
米
軍
基
地

を
容
聰
す
る
連
立
政
権
の
逆
風
で
二
議
席
取
り
こ

ぼ
し
た
。

し
か
し
、
大
田
県
政
を
支
え
る
与
党
多
数
の
県

議
会
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
基
地
問
題
で
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

内
訳
は
次
の
と
お
り
。

与
党
（
二
十
五
）

1
1
社
会
・
護
憲
八
、
社

大
党
六
、
共
産
四
、
公
明
沖
縄
二
、
革
新

系
無
所
属
―
―
-
、
中
立
系
無
所
属
ニ

野
党
1
1
自
民
十
四
、
新
進
六
、
保
守
系
無

所
属
三
、

訴
訟
は
五
月
三
十
日
に
大
法
廷
に
移
さ
れ
て
、

七
月
十
日
に
大
田
知
事
が
大
法
廷
で
意
見
陳
述
を

行
な
っ
た
。
知
事
の
意
見
陳
述
は
、
沖
縄
県
民
を

代
表
す
る
も
の
で
非
武
装
の
琉
球
王
国
の
伝
統
か

ら
、
沖
縄
人
の
持
つ
土
地
へ
の
強
い
絆
‘
―
I

O

I

五
年
ま
で
に
米
軍
基
地
を
返
還
さ
せ
る
「
基
地
返

還
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
]
と
基
地
跡
地
利
用

を
め
ざ
す
「
国
際
都
市
形
成
構
想
」
に
わ
た
る
も

の
と
な
っ
た
。

最
高
裁
判
決
は
、
八
月
二
十
八
日
に
出
る
予
定

で
あ
る
。

七
月
九
日
に
は
大
田
知
事
は
米
軍
楚
辺
通
信
所

の
公
告
縦
覧
も
拒
否
。
国
が
た
だ
ち
に
提
訴
し

て
、
七
月
二
十
九
日
に
第
一
回
公
判
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
と
基
地
整
理
縮
小
に

つ
い
て
県
民
の
賛
否
を
問
う
県
民
投
票
が
九
月
八

日
に
行
な
わ
れ
る
。

連
合
沖
縄
が
三
万
四
千
五
百
人
分
の
有
効
署
名

を
添
え
て
条
令
制
定
を
請
求
し
、
五
月
に
県
知
事

が
県
議
会
に
提
案
。
六
月
二
十
一
日
に
県
議
会
で

県
民
投
票
条
例
は
自
民
党
は
反
対
し
た
が
可
決
さ

れ
た
。日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
と
基
地
整
理
縮
小
を

問
う
県
民
投
票
は
、
賛
成
か
反
対
の
ど
ち
ら
か
に

次
ペ
ー
ジ
へ

沖
縄
の
米
軍
基
地
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
毎

日
全
国
に
報
道
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
の
沖

縄
の
動
き
は
知
ら
れ
て
い
る
と
思
う
、
以
下
に
簡

単
に
報
告
す
る
。

三
月
三
十
一
日
で
使
用
期
限
が
切
れ
た
読
谷
村

楚
辺
通
伯
所
（
象
の
オ
リ
）
は
、
地
主
の
知
花
昌

一
さ
ん
を
入
れ
な
い
た
め
に
特
殊
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
、
機
動
隊
と
警
備
要
員
に

守
ら
れ
る
過
剰
警
備
が
続
い
た
。

立
ち
入
り
が
地
下
に
張
り
巡
ら
し
た
ア
ン
テ
ナ

線
を
破
壊
し
て
支
障
を
き
た
す
と
し
た
国
の
主
張

は
、
立
ち
入
り
場
所
を
駆
け
回
っ
て
い
る
大
型
芝

刈
り
ト
ラ
ク
タ
ー
の
証
拠
写
真
で
打
ち
砕
か
れ
、

知
花
昌
一
さ
ん
の
一
一
回
の
立
ち
入
り
を
認
め
和
解

し
た
。

0

(

マ
ル
）
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
多
数
の

県
民
が
贅
成
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

新
聞
等
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
七
割
か
ら
八
割

の
県
民
が
基
地
整
理
縮
小
を
強
く
求
め
て
い
る
が

、
県
民
投
票
を
通
し
て
全
有
権
者
の
米
軍
基
地
縮

小
の
意
志
を
内
外
に
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
日
米
両

政
府
に
与
え
る
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。

県
民
投
票
は
、
事
実
上
沖
縄
県
が
進
め
る
―

1
0

一
五
年
ま
で
の
「
基
地
返
還
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
へ
の
賛
否
を
問
う
も
の
と
な
り
、
強
制
使

用
問
題
と
あ
わ
せ
て
日
米
両
政
府
を
い
ら
だ
た
せ

て
い
る
。

米
軍
基
地
を
拒
否
す
る
方
向
が
加
速
す
る
一
方

の
沖
縄
に
対
し
て
、
自
民
党
中
央
で
は
沖
縄
振
興

策
を
打
ち
出
す
な
ど
米
軍
基
地
維
持
の
た
め
の
施

策
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
初
め
て
の
県
民
投
票
の
実
施
に
向
け
て

沖
縄
県
は
、
七
月
一
日
に
県
民
投
票
実
施
本
部
と

事
務
局
員
十
三
名
の
県
民
投
票
推
進
室
を
設
置
し

て
周
到
に
準
備
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
県
民
投
票
参
加
を
よ
び
か
け
て
投
票

率
を
高
め
る
た
め
の
公
報
活
動
を
、
若
者
等
の
無

関
心
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
八
月
一
日
か
ら
開
始
し

た。
リ
ン
ケ
ン
バ
ン
ド
や
デ
ィ
ア
マ
ン
テ
ス
、
ネ
ー

ネ
ー
ズ
な
ど
の
若
者
達
に
人
気
の
あ
る
タ
レ
ン
ト

四
十
三
名
が
「
日
本
初
に
参
加
し
よ
う
」
と
呼
び

掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
一
万
枚
や
チ
ラ
シ
四
一
一
万
枚
、

緊
急
使
用
不
許
可
で

国
の
不
法
占
拠
が
継
続

自
民
党
が
四
議
席
減
ら
し
て
無
所
属
候
補
が
社

会
・
護
憲
所
属
を
含
め
て
六
議
席
増
の
十
議
席
と

な
っ
た
こ
と
は
、
中
央
の
意
向
で
は
な
く
沖
縄
の

立
場
を
県
民
が
求
め
て
い
る
傾
向
を
表
し
て
い

る。
私
は
、
革
新
系
無
所
属
三
名
で
「
結
（
ゆ
い
）
の

会
」
を
結
成
し
県
議
会
で
活
動
し
て
い
る
。

「
結
」
は
沖
縄
語
の
ユ
イ
マ
ー
ル
（
相
互
扶
助
・

助
け
合
い
）
か
ら
名
付
け
た
も
の
で
、
新
し
い
ス

タ
イ
ル
の
県
議
活
動
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。
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問3：沖縄の米軍基地の整理・縮小問題で、岩国基
地への普天間（ふてんま）飛行場の飛行部隊の移転
がとりざたされ、岩国基地の増強が問題視されてい
ますが、あなたはどう思いますか。

わからない・無回笞＿

;__, _J_.8 % 

「岩国市翡労ニュース」 (No.6344) 
より作困＊編集蔀

四

月

十

二

日

、

日

米

政

府

は

沖

縄

普

天

間

基

地

を

五

ー

七

年

後

に

全

面

返

還

す

る

こ

と

に

合

餘

し

た

J

併

せ

て

関

連

施

設

を

県

内

の

嘉

手

納

や

読

谷

、

そ

し

て

空

中

給

油

機

の

岩

国

基

地

へ

の

移

転

を

決

め

た

。

岩国
田

村

順

玄

岩

国

市

職

労

平

和

研

究

所

・

市

議

岩

国

で

は

、

本

紙

で

も

何

度

か

報

告

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

基

地

の

沖

合

い

移

設

計

画

が

本

年

か

ら

本

格

的

に

実

施

に

移

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

る

。

計

画

で

は

、

一

六

0
0億円の
「

思

い

や

り

予

算

」

を

投

入

し

て

、

面

積

―

―

―

三

ヘ

ク

タ

ー

ル

を

埋

め

立

て

、

現

在

の

滑

走

路

を

平

行

に

一

0
0
0
m移動、
海

上

自

衛

隊

施

設

や

ヘ

リ

ポ

ー

ト

な

ど

最

低

限

必

要

な

施

設

を

新

設

す

る

と

い

う

。

さ

ら

に

昨

年

暮

れ

の

公

有

地

水

面

埋

め

立

て

手

続

き

の

中

で

、

水

深

十

三

m、延

長

三

六

0
mの大
型

岸

壁

の

建

設

が

計

画

に

含

ま

れ

て

い

る

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

た

。

（

本

紙

第

三

八

号

）こ

う

し

て

岩

国

基

地

は

日

本

政

府

の

莫

大

な

税

金

の

投

入

に

よ

っ

て

、

米

軍

の

思

い

通

り

に

機

能

強

化

さ

れ

つ

つ

あ

っ

た

。

普

天

間

基

地

返

還

で

窮

地

に

立

っ

た

政

府

に

と

っ

て

み

れ

ば

、

口
市
職
労
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

．
 

一

方

、

市

民

の

意

識

も

な

か

な

か

盛

り

上

が

ら

な

い

と

い

う

先

入

観

が

固

定

さ

れ

た

感

が

あ

っ

た

の

だ

が

、

私

た

ち

岩

国

市

職

平

和

研

究

所

で

は

、

自

治

労

山

口

県

本

部

の

積

極

的

な

後

ろ

楯

を

得

て

、

県

内

全

市

町

村

で

の

連

続

座

り

こ

み

行

動

や

学

習

会

な

ど

を

開

催

し

て

県

民

意

識

を

高

め

る

と

と

も

に

、

六

月

一

日

に

は

岩

国

市

内

―

一

万

所

帯

へ

の

ビ

ラ

配

布

と

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

を

実

施

し

た

。

「
普
天
間
移
転
」

市
民
の
62
％
が
反
対
に

1996年7月29日
中華人民共和国 国家主席

江沢民様

45回目の核実験への抗議文

ジュネーブで包括的核実験禁止条約 (CTBT)議

長最終案の採択を目指す軍縮会議が再開された29日、

貴国は45回目の核実験を強行しました。

私たちは、世界からの批判に背を向けて強行された

この蛮行に強く抗議します。

貴国は、以後核実験は停止するとし、f核実験の凍

結は、広大な非核国の呼びかけにこたえただけでな

く、核軍縮への具体的行動である」と声明しました。

もし、この声明が、貴国が今回の r最後の核実験Jを
中止し、核軍備増強計画の放棄を表明した上で発せら

れたものであれば、私たちはこれを歓迎したでしょ

う。しかし、事実は違います。 CTBT交渉での r平
和利用核爆発Jへの対応などに貴国が示してきた核実

験への固執を私たちは忘れていません。今回の決定

は、声明の美しい字句にもかかわらず、核戦力近代化

のための実験遂行の要請と、国際的孤立を恐れる外交

政策上の配慮とを秤にかけながらなされた打算の結果

以外の何ものでもありません。今回の貴国の決定があ

くまでも実験の「凍結Jであり、停止であることもま

た私たちの不信を増幅させます。

貴国は声明の中で、①核大国が核威嚇政策をやめ

る、②国外に配備されたすべての核兵器を本国に撤収

するなどの呼びかけを行っています。しかし、もはや

他ならぬ貴国が「核大国」の一員であり、核を保有す

ること自体が近隣諸国への「威嚇Jであること力梵；れ‘

去られてはいないでしょうか。私たちもまた核保有国

が国外配備核兵器を撤去するべきであると考えます。

しかし、それは貴国の核武装路線を容認する理由には

なりません。

繰り返し訴えます。核抑止論は人類が乗り越えるべ

き旧時代の最悪の遺産です。核実験は核兵器によって

守られる安全をはるかに上回る危険と現実の被害を

人々と環境に与え続けてきました。ネバダで、セミパ

ラチンスクで、ムルロアで、そして間違いなくロプノ

ルで！

今こそ核信仰を捨て、将来にわたる保有計圃を中止

してください。さらに、ロプノル実験場周辺地域の環

境調査、人々の健康調査を直ちに行い、その結果を公

開することを強く求めます。

脱軍備ネットワーク・キャッチピース

テ

レ

ビ

ス

ポ

ッ

ト

七

一

三

本

、

ラ

ジ

オ

ス

ポ

ッ

ト

五

七

0本
、

新

聞

広

告

、

屋

外

広

告

な

ど

に

加

え

て

、

県

内

各

地

で

ト

ー

ク

＆

ラ

イ

ブ

平

和

コ

ン

サ

ー

ト

を

六

回

開

催

し

て

県

民

投

票

を

周

知

さ

せ

る

こ

と

に

な

る

。一

方

、

運

動

の

側

で

は

、

条

例

制

定

請

求

を

行

な

っ

た

連

合

沖

縄

と

他

の

労

働

団

体

、

大

学

研

究

者

、

県

議

会

与

党

各

派

が

「

県

民

投

票

の

成

功

を

め

ざ

す

推

進

協

議

会

」

を

八

月

二

日

に

結

成

し

て

、

県

内

各

地

で

街

頭

宣

伝

活

動

に

入

る

。

）

「

普

天

間

」

代

替

施

設

へ

の

反

発

前

ベ

ー

ジ

か

ら

四

月

の

ク

リ

ン

ト

ン

訪

日

直

前

に

日

米

で

合

意

さ

れ

た

普

天

間

基

地

の

全

面

返

還

に

伴

う

県

内

へ

の

新

た

な

ヘ

リ

ポ

ー

ト

建

設

計

画

に

対

し

て

、

予

定

地

に

挙

げ

ら

れ

た

各

地

で

行

政

・

住

民

一

体

と

な

っ

た

反

対

運

動

が

起

き

て

い

る

。

新

た

な

基

地

建

設

を

許

さ

な

い

と

い

う

沖

縄

県

民

の

決

意

は

固

く

、

ヘ

リ

ポ

ー

ト

建

設

を

日

米

両

政

府

は

断

念

す

る

こ

と

に

な

ろ

う

。

国

は

嘉

手

納

基

地

へ

の

統

合

を

検

討

し

て

い

る

が

、

ジ

ェ

ッ

ト

戦

闘

機

部

隊

と

嘉

手

納

基

地

を

共

用

す

る

こ

と

の

危

険

性

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

実

弾

砲

繋

演

習

の

国

内

五

箇

所

へ

の

分

散

に

つ

い

て

も

分

散

先

の

自

治

体

と

住

民

が

反

対

し

て

い

る

。

米

国

か

ら

は

韓

国

で

の

砲

撃

演

習

の

提

案

や

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

で

の

演

習

拡

大

の

ニ

ュ

ー

ス

が

届

い

て

お

り

、

米

国

下

院

公

聴

会

で

沖

縄

県

の

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ロ

グ

ラ

ム

が

説

明

さ

れ

る

な

ど

ポ

ス

卜

沖

縄

へ

の

対

策

を

米

国

も

考

え

始

め

た

よ

う

だ

。

沖

縄

の

基

地

縮

小

の

流

れ

は

も

う

止

ま

ら

な

い

。

◆

◆

岩

国

は

完

璧

な

「

受

け

皿

」

の

条

件

を

備

え

た

基

地

に

な

ろ

う

と

し

て

い

る

の

だ

。

空

中

給

油

機

移

転

と

い

う

政

府

の

頭

越

し

決

定

に

、

当

初

貴

松

岩

国

市

長

は

「

何

が

何

で

も

絶

対

反

対

！

」

と

勇

ま

し

い

コ

メ

ン

ト

を

発

し

、

全

国

の

マ

ス

コ

ミ

に

流

さ

れ

た

が

、

わ

ず

か

半

月

後

の

四

月

三

0日
に

は

橋

本

首

相

の

直

々

の

要

請

を

受

け

て

、

あ

っ

さ

り

と

態

度

を

変

更

。

山

口

県

、

岩

国

市

、

由

宇

町

で

タ

ス

ク

フ

ォ

ー

ス

（

作

業

部

会

）

を

作

り

、

国

と

の

協

議

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

て

し

ま

っ

た

。

市

長

の

ス

タ

ン

ス

は

、

そ

も

そ

も

沖

縄

の

知

事

や

市

町

村

長

と

違

っ

て

、

「

安

保

容

認

・

米

軍

基

地

の

提

供

は

当

然

」

と

い

う

も

の

な

の

で

、

基

本

方

針

は

「

今

以

上

の

基

地

機

能

の

増

強

に

な

る

も

の

で

あ

れ

ば

反

対

」

と

い

う

以

上

の

も

の

で

は

な

い

の

だ

。

7
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日
本
と
い
う
国
は
軍
隊
に
関
し
て
は
非
常
に

贅
沢
な
環
境
に
あ
る
。
何
し
ろ
世
界
屈
指
の
軍

隊
を
二
種
類
（
自
衛
隊
と
在
日
米
軍
）
も
狭
い

国
土
に
養
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
費
用
の

方
は
墾
串
費
を
完
全
に
聖
域
化
し
て
賄
っ
て
い

る
わ
け
だ
が
、
難
し
い
の
は
法
律
的
な
問
題

だ。
在
日
米
軍
の
法
的
な
地
位
は
「
日
米
地
位
協

定
」
で
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
す
で
に

他
の
日
本
の
法
令
と
様
々
な
矛
盾
が
あ
る
こ
と

は
こ
の
通
信
で
も
随
所
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
地
位
協
定
は
基
本
的
に
は
「
平
時
」
の
規

定
が
中
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
有
事
の

際
に
は
」
と
い
う
よ
う
な
断
り
書
き
は
ど
こ
に

も
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
湾
岸
戦
争
で
は
在

日
米
軍
基
地
は
発
進
基
地
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が

い
わ
ば
「
前
線
基
地
」
に
な
る
よ
う
な
事
態
で

は
「
非
常
措
置
」
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
実

自
衛
隊
有
事
か
ら
米
軍
有
事
立
法
へ

二
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
ヘ
の
反
響
は
大
き
く
、

ハ
ガ
キ
に
よ
る
回
答
は
一
九
一

0
名
に
上
っ

た
／
：
加
え
て
、
そ
の
回
答
ハ
ガ
キ
に
は
七

0
0

名
近
く
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
市
民
の
関
心

の
高
さ
が
伺
わ
れ
た
。

．
 
こ
を
定
ま
ト

涵
5

決
動
ッ

社
口
3

運
ネ

一
庭
鵬
翠
鐸

る
移

r

．
 
．
 
．
 

"
●
政
府
は
七
月
三
一
日
、
沖
縄
キ
ャ
ン
プ
ハ

．
 

＂
ン
セ
ン
の
県
道
越
実
弾
演
習
を
矢
臼
別
（
北
海

？
道
）
な
ど
五
演
習
場
で
持
ち
回
り
実
施
す
る
こ

一
と
を
決
め
た
。
地
元
住
民
・
自
治
体
を
全
く
無

？
視
し
た
頭
越
し
の
決
定
で
あ
る
。

．
 

●
●
七
月
二
四
日
に
は
、
五
演
習
場
の
う
ち
四

．
 

一
ヵ
所
の
住
民
グ
ル
ー
プ
が
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

？
「
日
本
を
ど
う
す
る
全
国
N
E
T」
を
発
足
さ

．
 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
普
天
間
基
地
の
空

中
給
油
機
の
岩
国
移
転
に
反
対
と
い
う
回
答
が

六
―
一
％
と
大
き
な
数
字
が
出
て
、
私
た
ち
の
主

張
が
証
明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
普
天
間
移
転
の
受

け
皿
と
な
っ
て
い
る
「
基
地
沖
合
い
移
設
事

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

、●

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

せ
な
参
加
団
体
は
「
米
海
兵
隊
矢
臼
別
滅
習
~
．
 

場
移
転
反
対
釧
根
連
絡
会
」
（
北
海
道
）
、
「
王
・

．
 
．
 

城
寺
原
演
習
場
へ
の
米
軍
実
弾
砲
撃
滅
習
の
．

移
転
に
反
対
す
る
現
地
住
民
の
会
」
（
宮
城
）
、
＂

「
米
海
兵
隊
実
弾
演
習
の
東
富
士
移
転
に
反
対
＂

す
る
市
民
の
会
」
（
静
岡
）
「
女
性
問
題
を
考
え
~

．
 

る
ム
ラ
人
の
声
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
静
岡
）
＂

．
 

「
『
日
出
生
台
』
沖
縄
米
革
演
習
移
転
反
対
、
玖
．

珠
・
九
重
・
湯
布
院
連
絡
会
議
」
（
大
分
）
。
闘
＂

．
 

い
は
横
に
つ
な
が
り
さ
ら
に
強
め
ら
れ
て
い

．
 ．
 

く
。
（
た
）

．
 ．
 

•••••••••••• 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
き
っ
か
け
に

米
軍
有
事
立
法
へ
—

憲
法
「
再
定
義
」
が
始
ま
る

は
奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
の
四
月
以
来
の
「
有
事

法
制
」
論
議
は
、
こ
の
日
本
に
駐
留
す
る
外
国

軍
隊
に
い
か
に
便
宜
を
図
る
か
と
い
う
こ
と
を

軸
に
し
て
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

前
回
は
純
粋
な
日
本
の
軍
隊
11
自
衛
隊
の

「
有
事
法
制
」
に
つ
い
て
述
べ
た
。
し
か
し
冷

戦
後
の
今
、
自
衛
隊
の
「
活
躍
」
す
る
「
有
事
」

な
ん
て
起
こ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
？
「
有
事
」

の
可
能
性
が
な
け
れ
ば
「
有
事
法
制
」
の
論
議

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
冷
戦
崩
壊
で

ソ
連
と
い
う
強
大
な
仮
想
敵
を
喪
失
し
た
自
衛

隊
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
は
ず
だ
。
「
専

守
防
衛
」
を
建
前
と
す
る
限
り
、
隣
接
す
る
国

が
日
本
に
上
陸
す
る
能
力
と
意
図
を
持
た
な
け

れ
ば
出
番
は
な
い
か
ら
だ
。

沖縄県道104号越え実弾射撃訓練の
本土移転先

矢臼別漬習場

． 

青木雅彦
反戦ドタバタ会議

の研究R

業
」
に
つ
い
て
も
六
一
％
の
人
が
「
基
地
の
拡

大
強
化
に
つ
な
が
る
」
と
警
告
し
て
お
り
、
大

型
岸
壁
の
建
設
も
五
六
％
の
人
が
「
も
っ
と
計

画
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
だ
」
と
答
え
て
い

る。
こ
う
し
た
結
果
を
も
と
に
、
私
は
六
月
市
議

会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
岩
国
市
と
し
て
公

式
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
し
た
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
を
要
請
し

た
。
市
長
も
我
々
の
大
き
な
裏
付
け
の
結
果
を

評
価
し
、
市
と
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

約
束
し
た
。

．
 

橋
本
首
相
の
支
持
率
を
引
き
上
げ
さ
せ
る
こ

と
に
も
な
っ
た
「
普
天
間
基
地
の
全
面
返
還
」

と
い
う
今
回
の
合
意
の
ウ
ラ
に
は
、
「
極
東
有

事
の
際
は
軍
用
・
民
間
の
区
別
な
く
飛
行
場
や

港
湾
を
米
軍
が
使
用
す
る
」
と
い
う
「
極
東
有

事
研
究
」
の
合
意
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
企
み
が
明
ら
か
に
な
る
中
、
今
最
も
問
題
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
や
は
り
「
岩
国

基
地
沖
合
移
設
事
業
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
含
ま

れ
た
「
大
型
岸
壁
」
を
阻
止
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
、
秋
に
は
出
さ
れ
る
「

S
A
C
o」

の
最
終
報
告
に
向
け
て
憔
論
を
さ
ら
に
高
め
、

日
米
安
保
再
定
義
の
下
で
一
方
的
に
強
行
さ
れ

る
基
地
強
化
を
く
い
止
め
て
い
き
た
い
。
◆
◆

こ
こ
で
も
う
―
つ
の
軍
隊
11
在
H
米
軍
を
抱

え
て
い
た
こ
と
が
日
本
に
幸
い
（
？
）
し
た
。
米

軍
は
い
わ
ば
「
専
攻
防
衛
」
、
世
界
中
で
武
力
を

行
使
す
る
。
「
敵
」
は
ソ
連
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
在
日
米
軍
は
い
つ
で
も
「
有
事
」
を
作
り

だ
す
。
冷
戦
後
の
「
有
事
」
は
自
衛
隊
で
な
く

米
軍
が
ら
み
だ
。
こ
れ
ま
で
の
自
衛
隊
を
め
ぐ

る
「
有
事
法
制
」
か
ら
、
米
軍
の
た
め
の
そ
れ

に
移
行
す
る
の
は
む
し
ろ
自
然
な
流
れ
だ
っ

こ。t
 八
0
年
代
の
初
頭
、
前
回
述
べ
た
防
衛
庁
の

「
有
事
法
制
研
究
」
が
出
さ
れ
た
こ
ろ
は
、
政
府

の
答
弁
は
「
米
軍
の
た
め
の
有
事
法
制
は
考
え

て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
八
八
年
の
「
防
衛
白
書
」
は
や
や
唐
突
に
在

日
米
軍
の
有
事
立
法
問
題
に
触
れ
た
。
こ
れ
は

当
時
問
題
に
な
っ
て
い
た
米
軍
の
「
有
事
来
援

研
究

(
P
O
M
C
u
s
)
」
に
つ
い
て
カ
コ
ミ
で

，
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説
明
し
た
部
分
に
出
て
く
る
（
有
事
法
制
に
触

れ
て
い
る
部
分
の
み
を
カ
コ
ミ
に
抜
き
出
し

た
）
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
少
な
く
と
も
表

面
的
に
は
米
軍
の
「
有
事
法
制
」
問
題
は
浮
上

し
て
い
な
い
L
>

し
か
し
、
具
体
的
に
項
目
を
あ
げ
て
「
米
軍

支
援
」
の
研
究
が
始
ま
っ
た
今
こ
の
文
章
を
読

み
返
し
て
み
る
と
、
米
軍
の
「
有
事
法
制
」
問

題
は
防
衛
庁
の
金
庫
で
長
年
か
け
て
醸
造
さ
れ

出
番
を
待
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
い
わ
く

.

,

'

,

'

’

 

八
八
年
度
版
「
防
衛
白
書
」
よ
り

「
有
事
来
援
研
究
」

．
．
．
．
．
 

3

国
会
で
主
と
し
て
議
論
さ
れ

た
事
項

(

4

)

有
事
来
援
研
究
と

有
事
に
お
け
る
米
軍
の
行
動
に
か

か
わ
ろ
法
制
の
研
究
ま
た
、
有

事
来
援
研
究
は
、
有
事
に
お
け
る

米
軍
の
行
動
に
か
か
わ
る
法
制
上

の
研
究
を
行
う
も
の
で
は
な
い
か

と
の
疑
問
も
提
起
さ
れ
た
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
有
事
来
援

研
究
は
、
有
事
に
お
け
る
米
軍
の

行
動
に
か
か
わ
る
法
制
上
の
研
究

る
も
の
で
は
な
い
」
と
断
っ
て
い
る
。
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
き
っ
か
け
と
し
て
自
衛
隊
と
米

軍
の
共
同
浪
習
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
訳
だ

が
、
確
か
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
施
す
る
た
め

に
新
た
に
制
定
さ
れ
た
法
律
は
な
い
。
防
衛
庁

の
「
有
事
法
制
中
間
報
告
」
も
今
の
と
こ
ろ
、

自
衛
隊
法
の
条
文
を
少
し
補
足
し
た
程
度
の

「
成
果
」
し
か
な
い
。

ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
の
「
対
米
協
力
」
が
単

な
る
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
終
わ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
イ
ザ
「
有
事
」
の
時
に
、
お
得
意
の

「
法
的
な
裏
付
け
が
な
い
の
で
云
々
」
の
お
役

所
的
対
応
で
グ
ズ
グ
ズ
さ
れ
て
は
（
で
も
湾
岸

戦
争
の
時
も
そ
う
だ
が
結
局
言
う
こ
と
は
聞

く
）
た
ま
ら
な
い
と
い
う
の
が
ア
メ
リ
カ
の
意

識
だ
。
今
回
は
「
立
法
、
予
算
な
い
し
行
政
上

の
措
置
を
義
務
づ
け
る
も
の
」
に
し
て
、
し
つ

か
り
釘
を
刺
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
側
の
気
持
ち
は
も
ち
ろ
ん
非

公
式
に
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
日
本
の
防

衛
当
局
も
非
現
実
的
な
「
日
本
有
事
」
で
は
な

く
、
米
軍
へ
の
協
力
の
義
務
と
い
う
名
目
で

「
法
整
備
」
を
図
り
、
こ
れ
を
を
テ
コ
に
縣
萎
木
の

自
衛
隊
関
係
の
「
有
事
法
制
」
に
進
み
た
い
の

だ
ろ
う
C

確
か
に
米
軍
の
た
め
の
「
有
事
法
制
」

は
完
備
し
て
、
自
衛
隊
の
そ
れ
は
未
整
備
で
あ

「
本
来
必
要
」
な
米
軍
有
事
研
究

従
来
の
憲
法
解
釈
踏
み
越
え
る

「
対
米
協
力
」
策

れ
ば
い
さ
さ
か
滑
稽
で
あ
る
か
ら
。

「
わ
が
国
に
米
軍
が
駐
留
し
、
有
事
に
は
わ
が

国
防
衛
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
有
事
法
制
の
問
題
は
、

有
事
米
援
研
究
を
行
う
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
「
本
来
、
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
」

で
あ
る
。
こ
の
「
本
来
必
要
な
」
研
究
も
、
国

際
的
国
内
的
な
配
慮
か
ら
公
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
時
代
も
変
わ
り
、
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
政
党
は
「
安
保
堅
持
」
で
一
致

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
米
軍
の
行
動
に

か
か
わ
る
法
制
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
有
事

に
お
け
る
自
衛
隊
の
行
動
に
か
か
わ
る
法
制
の

研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
」
と
い
う
順
序
を
逆
転

を
行
う
も
の
で
は
な
い
が
、
現
に

わ
が
国
に
米
軍
が
駐
留
し
、
有
事

に
は
わ
が
国
防
衛
の
た
め
に
行
動

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
以
上
、

こ
の
よ
う
な
有
事
法
制
の
問
題
は
、

有
事
来
援
研
究
を
行
う
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
本
来
、
研
究
す
る

こ
と
が
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
有

事
来
援
研
究
の
間
始
に
伴
っ
て
新

た
に
生
ず
る
と
い
う
も
の
で
は
な

ヽ
『

2
し

現
在
行
っ
て
い
る
有
事
法
制
の

研
究
は
、
有
事
に
お
け
る
自
衛
隊

の
行
動
に
か
か
わ
る
法
制
の
研
究

で
あ
り
、
有
事
の
際
の
米
軍
の
行

動
に
か
か
わ
る
法
制
上
の
問
題
は

対
象
と
し
て
い
な
い
が
、
有
事
に

お
い
て
、
自
衛
蹂
と
米
軍
は
、
共

同
対
処
行
動
を
取
る
こ
と
と
な
る

こ
と
か
ら
、
米
軍
の
行
動
に
か
か

わ
る
法
制
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

有
事
に
お
け
る
自
衛
隊
の
行
動
に

か
か
わ
る
法
制
の
研
究
の
成
果
を

踏
ま
え
、
わ
が
国
政
府
部
内
に
お

い
て
、
今
後
慎
重
に
検
討
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
で
は
其
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
米
軍
へ

の
協
力
が
検
討
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
伴
っ
て

ど
の
よ
う
な
法
的
「
整
備
」
、
つ
ま
り
「
有
事
」

の
際
の
強
制
措
置
が
準
備
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

ぶ
ノ
？
・当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

「
戦
時
立
法
」
の
中
味
を
先
ず
国
民
に
全
部
明

か
す
こ
と
か
ら
始
め
る
政
治
家
は
い
な
い
。
政

府
は
公
式
に
は
「
憲
法
を
逸
脱
す
る
こ
と
は
や

ら
な
い
」
と
極
め
て
穏
健
な
立
場
で
、
政
治
家

も
「
人
道
的
な
も
の
か
ら
手
を
付
け
る
」
と
国

民
の
反
対
を
呼
ば
な
い
措
慨
だ
け
を
や
る
よ
う

に
言
っ
て
い
る
。

し
か
し
戦
争
へ
の
直
接
支
援
が
そ
ん
な
生
易

し
い
こ
と
で
済
む
は
ず
が
な
い
。
現
在
B
米
の

「
事
務
当
局
者
」
（
防
衛
・
外
交
の
官
僚
と
制
服

組
）
で
検
討
が
進
ん
で
い
る
項
目
は
、
表
面
に

表
れ
る
こ
と
は
な
く
と
も
か
な
り
キ
ナ
臭
く
血

生
臭
い
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
こ
と
を
間

接
的
に
伺
わ
せ
る
の
が
、
最
近
一
部
で
報
道
さ

れ
た
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
見
直
し
に
伴
う
自
民

党
安
全
保
障
調
査
会
の
「
対
米
軍
支
援
策
」
の

自民党安全保障調査会の対米協力三分類

現在の憲法解釈、法制度から 法制度の整傭、政治祠噺が 現行法制度で

実施が困難なケース 必妻なグレーゾーン 実施可能な行動

x戦闘行動への参加、 X目標 x•米艦船・航空機・民間船舶・航空機の 遺棄されたと認められる機雷

の捜索・戦闘海域の機雷掃海 安全確保のための護衛、 X後方地域や戦闘 の処理わが国の防面のため

など米軍の戦闘行動と一体化 地域近くでの補給、整備などの後方支援 に収集した情報の提供、在外

した支援活動、 X補給・整 X戦闘地域近くでの輸送活動 X戦闘地域 邦人救出のための航空機への

備・輸送など戦闘地域での米 やその近くでの医療活蘭、 X弾薬など戦闘 米軍人の同乗、▲米軍に対す

直の後方支援 行動に密接な関係がある物資の補給・保 る施設・区域の一時的追加提

管、 X▲経済封鎖を行っている米軍への後 供、▲防衛施設庁による調達

方支援、肱検の実施、 X哨戒、監視、偵察 支援▲在日米軍に対する労

などの情報活動に某づく情報の提供への後 務の追加提供▲不時着機へ

方支援、臨検の実施 x暗戒、監視、偵察 の燃料補給、....国内の病院へ
などの情報活動に基づく情報の提供 X戦 の負傷兵受け入れ、▲在日米

闘地域から離れたところ場所での米軍への 軍基地の警備、資金協カ・物

補給・整備・保管・輸送・通信・医療支援 資協力

さ
せ
て
、
米
軍
関
係
の
法
律
を
優
先
さ
せ
る
こ

と
と
し
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
有
事
法
制
の
動
き
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
、
今
年
四
月
の
ク
リ
ン
ト
ン
1
橋
本
会
談

で
合
意
さ
れ
た
「
日
米
防
衛
協
力
の
指
針
（
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）
」
の
改
定
作
業
と
連
動
し
て
い

る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
変
え
る
な
ら
法
律
も
作

り
な
お
さ
ね
ば
と
い
、
？
息
で
日
米
は
一
致
し
て

い
る
。
現
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
七
八
年
に
制

定
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
防
衛
庁
が
中
間
報
告
を

出
す
（
八
一
、
八
四
年
）
に
い
た
っ
た
七

0
年

代
後
半
か
ら
の
「
有
事
立
法
」
騒
ぎ
と
シ
ン
ク

ロ
し
て
い
る
。
現
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
、

日
米
共
同
作
戦
の
た
め
の
「
調
整
機
関
」
の
設

置
ま
で
合
音
守
る
な
ど
実
質
的
に
か
な
り
憲
法

を
侵
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
米
軍
に
と
っ
て
こ

れ
で
ま
だ
何
が
不
足
な
の
だ
ろ
う
？

現
在
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
「
閣
議
了
承
」
さ

れ
た
も
の
の
条
約
で
は
な
い
。
ま
た
憲
法
・
法

律
的
に
か
な
り
際
ど
い
内
容
も
あ
る
た
め
、

「
前
提
条
件
」
で
「
日
本
の
憲
法
上
の
制
約
に
関

す
る
諸
問
題
点
・
・
は
、
研
究
・
協
議
の
対
象

と
し
な
い
」
、
「
こ
の
結
論
は
、
両
国
政
府
の
立

法
、
予
算
な
い
し
行
政
上
の
措
置
を
義
務
づ
け

米
側
は
「
強
制
措
置
」
を
要
求
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安
保
条
約
の
第
六
条
で
は
「
日
本
国
の
安
全

に
寄
与
し
、
並
び
に
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平

和
及
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
た
め
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
は
、
そ
の
陸
軍
、
空
軍
及
び
海
軍

が
日
本
国
に
お
い
て
施
設
及
び
区
域
を
使
用
す

る
こ
と
を
許
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
六

条
に
基
づ
い
て
地
位
協
定
が
結
ば
れ
、
在
日
米

軍
の
地
位
を
定
め
て
い
る
。
「
協
定
」
と
な
っ
て

安
保
法
体
系
下
で
の

全
土
基
地
方
式

． 

項
目
分
類
で
あ
る
。
同
調
介
会
は
「
支
援
策
」

を
そ
の
法
的
実
施
の
困
難
さ
に
応
じ
て
三
分
類

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
讀
賣
新
聞
七
月
六
日
の

記
事
を
も
と
に
そ
の
項
目
を
表
に
整
理
し
た
。

同
調
査
会
で
は
こ
の
う
ち
「
グ
レ
ー
ゾ
i

ン
」
も
「
実
施
可
能
」
な
方
向
で
検
討
す
る
と

い
う
。
こ
の
表
の
中
で
X
印
は
こ
れ
ま
で
の
政

府
答
弁
で
は
憲
法
違
反
と
さ
れ
て
い
た
（
主
と

し
て
集
団
的
自
衛
権
問
題
）
は
ず
の
も
の
、
▲

印
は
恐
ら
く
新
規
立
法
を
必
要
と
す
る
（
は
ず

の
）
も
の
、
を
青
木
の
判
断
で
付
け
て
み
た

（
中
味
の
詳
細
は
不
明
な
の
で
暫
定
的
）
。
か
な

り
過
激
な
内
容
で
あ
ろ
。
も
ち
ろ
ん
あ
の
自
民

党
の
先
生
方
が
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
ご
自
分
で

勉
強
・
研
究
さ
れ
て
こ
の
結
論
に
到
達
し
た
と

考
え
る
人
は
い
な
い
。
明
ら
か
に
調
査
会
に
人

れ
知
恵
し
た
勢
力
が
存
在
す
る
。
こ
の
調
査
会

の
判
断
は
自
民
党
の
意
志
に
な
る
に
し
て
も
、

連
立
の
パ
ー
ト
ー
ナ
ー
の
「
社
・
さ
」
は
丸
々

は
決
し
て
賛
成
し
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
将
来

の
「
保
保
連
合
」
な
ら
丸
呑
み
し
た
い
内
容
だ
。

「
問
題
点
」
な
ど
挙
げ
始
め
る
と
き
り
が
な

い
が
、
例
え
ば
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
の
「
米
軍

へ
の
補
給
、
整
備
、
保
管
、
輸
送
、
通
信
、
医

療
支
援
」
を
考
え
て
み
よ
う
。
現
在
の
地
位
協

定
で
も
米
軍
は
日
本
の
民
間
空
港
や
港
を
利
用

で
き
る
口
し
か
し
も
し
そ
こ
の
日
本
人
労
働
者

が
給
油
や
整
備
を
拒
否
し
た
ら
ど
う
か
？
危

険
を
伴
う
輸
送
を
断
っ
た
ら
？
「
従
箪
看
護

婦
」
と
な
る
の
を
拒
絶
し
た
ら
？
・
・
・
地
位

協
定
で
多
く
の
特
権
を
享
受
し
て
い
る
米
軍
だ

が
、
「
有
事
」
の
際
に
す
べ
て
の
日
本
人
が
喜
ん

で
犠
牲
を
受
け
人
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
で
前
回
の
通
信
（
十
四
ペ
ー
ジ
で
指
摘

し
た
自
衛
隊
に
関
す
る
「
有
事
法
制
研
究
」
で
、

労
働
者
の
徴
用
規
定
は
あ
る
が
、
防
衛
庁
は
罰

則
が
未
制
定
で
あ
る
（
そ
れ
で
は
強
制
力
が
乏

し
い
）
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
長
年
の
自
衛
隊

に
関
す
る
有
事
立
法
の
研
究
が
「
生
き
て
」
＜

羞
防
衛
庁
に
と
っ
て
は
新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
米
軍
へ
の
「
義
務
」
は
決
定
的
な
追
い
風

だ
。
「
安
保
再
定
義
」
に
伴
う
「
有
事
法
制
研

究
」
は
、
い
わ
ば
一
粒
で
二
人
（
米
軍
と
自
衛

隊
）
、
し
か
も
一
一
度
（
有
事
法
と
憲
法
の
見
直

し
）
お
い
し
い
政
策
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
米
政
府
の
「
憲
法
の
枠
内
で
の
研
究
」
と

い
う
言
明
と
は
裏
腹
に
、
調
査
会
の
あ
げ
る
項

目
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
「
有
事
法
制
研
究
」
は
か
な
ら
ず
「
憲

い
る
が
国
際
法
上
は
「
条
約
」
と
同
じ
扱
い
だ
。

こ
こ
で
い
う
「
施
設
及
び
区
域
」
が
い
わ
ゆ

る
「
基
地
」
c

し
か
し
、
地
位
協
定
を
見
て
も
、

日
本
の
ど
こ
に
基
地
が
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い。

N
A
T
O
や
、
そ
の
他
例
え
ば
ギ
リ
シ
ャ

と
米
軍
が
結
ん
で
い
る
相
互
防
衛
条
約
で
は
、

ど
こ
と
ど
こ
の
基
地
が
提
供
さ
れ
る
と
特
定
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
基
地
の
提
供

は
、
地
位
協
定
よ
り
も
下
位
の
合
意
で
決
め

る
。
基
地
の
提
供
も
返
還
も
地
位
協
定
の
改
変

で
は
な
く
日
米
政
府
の
取
り
決
め
だ
け
で
可
能

西

山

宏

弁
護
士
・
横
浜
弁
護
士
会
所
属

な
ぜ
、
「
地
位
協
定
の

見
直
し
」
な

半
世
紀
経
た
憲
法
の
「
再
定
義
」
か

再
評
価
か

法
の
再
定
義
」
に
行
き
着
く
。
し
か
も
ア
メ
リ

力
が
要
求
し
て
い
る
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直

し
」
の
一
応
の
期
限
は
今
年
の
九
月
だ
（
九
月

に
防
衛
・
外
務
大
臣
が
出
席
す
る
安
全
保
障
協

議
委
員
会
(
S
C
C
)
が
開
か
れ
る
）
。
こ
れ
だ

け
の
内
容
の
法
案
（
ま
だ
―
つ
も
公
に
な
っ
て

い
な
い
）
が
一
度
の
国
会
会
期
で
通
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
が
、
さ
り
と
て
何
年
も
か
か
っ
て

い
る
と
「
極
東
有
事
」
の
チ
ャ
ン
ス
（
？
）
を

逃
し
て
し
ま
う
c

}

と
に
か
く
国
民
の
全
く
与
り
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
、
こ
の
夏
恐
る
べ
き
「
研
究
」
が
急
進
展

す
る
わ
け
だ
。
前
回
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
策

定
の
と
き
は
、
大
部
分
の
国
民
（
平
和
運
動
も

含
め
て
）
は
そ
の
存
在
す
ら
気
付
か
な
か
っ
た
。

今
回
も
あ
る
意
味
で
已
む
を
得
な
い
と
は
い

え
、
国
民
も
運
動
も
事
態
の
重
大
さ
を
看
過
す

る
が
ご
と
く
完
全
に
沈
黙
し
て
い
る
。

た
だ
、
今
回
の
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策

定
に
は
必
ず
新
規
立
法
が
浮
上
（
秋
以
降
だ
）

す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
こ
れ
ら
の
「
有
事
立
法
」

の
危
険
性
を
解
り
や
す
く
暴
露
し
て
、
広
範
な

反
対
の
声
を
作
り
出
せ
る
か
ど
う
か
が
、
日
本

の
平
和
運
動
の
試
金
石
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の

時
期
は
ち
ょ
う
ど
日
本
国
憲
法
公
布
ー
施
行
半

世
紀
の
時
期
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
◆
◆

西
山
宏
さ
ん
は
、
横
浜
弁
護
士
会
に
所
属
す
る
弁
護
士
で
あ
る
。
＞
横
浜
弁
護
士
会
が
八
三
年
に
人
権
擁
護
委
員
会
の
中
に
設
け
た
基
地
問
題
調
査
研

究
小
委
員
会
に
発
足
以
来
か
か
わ
り
、
八
九
年
に
は
「
基
地
と
人
権
」
（
日
本
評
論
社
）
を
ま
と
め
た
。
現
在
は
前
述
の
小
委
員
会
を
中
心
に
地
位
協
定

の
見
直
し
案
の
作
成
に
着
手
し
て
い
る
。
以
下
の
文
章
は
、
六
月
二
九
日
、
横
浜
市
瀬
谷
区
で
開
か
れ
た
「
県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同
行

動
委
員
会
（
い
の
く
ら
）
主
催
」
の
総
合
分
科
会
（
基
地
分
科
会
）
・
「
上
瀬
谷
で
地
位
協
定
を
考
え
る
」
で
の
講
派
の
他
、
都
内
で
開
か
れ
た
集
会
で

の
西
山
さ
ん
の
お
話
を
編
集
部
の
責
任
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
〔
v

●
ま
と
め
・
皆
川
み
ず
え

だ
。
国
会
の
承
認
な
し
に
基
地
が
提
供
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
「
全
土
基
地
方
式
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
に
特
殊
な
も
の
だ
。
敗

戦
国
に
対
す
る
戦
勝
国
の
扱
い
に
も
そ
の
起
源

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
と

N
A
T
O

軍
の
協
定
に
は
そ
の
よ
う
な
扱
い
は
見
ら
れ
な

、。し地
位
協
定
の
二
十
八
に
わ
た
る
条
項
を
実
施

す
る
と
日
本
の
国
内
法
と
の
関
係
で
不
都
合
が

生
じ
る
。
日
本
の
法
律
は
憲
法
九
条
の
下
で
、

も
と
も
と
軍
隊
が
存
在
す
る
こ
と
を
想
定
し
な
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い
で
作
ら
れ
て
い
る
。
軍
隊
の
行
動
は
特
殊

だ
。
そ
の
行
動
を
規
制
す
る
国
内
法
が
な
い

し
た
が
っ
て
地
位
協
定
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
日
本
の
法
律
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
が
安
保
特
例
法
と
い
う
も
の

だ
つ
地
位
協
定
に
基
づ
い
て
様
々
な
特
例
法
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
法
律
や
市
民
生
活

の
か
な
り
の
部
分
を
覆
っ
て
い
る
で
）
つ
ま
り
、

安
保
を
頂
点
と
す
る
ぴ
と
つ
の
法
体
系
が
形
作

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
憲
法
を
頂
点
と
す
る
憲

法
法
体
系
と
対
比
し
て
「
安
保
法
体
系
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
C

沖
縄
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
土
地
等
使
用

特
別
措
置
法
」
は
、
民
間
の
土
地
を
基
地
に
提

供
さ
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
；
そ
の
他
電
波
法

と
か
水
先
案
内
特
例
法
と
か
が
あ
る
航
空
法

特
例
法
は
、
今
非
常
に
多
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
超
低
空
飛
行
や
曲
技
飛
行
は
、
日
本
の

航
空
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
り
規
定
が
な
か
っ

た
り
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
可
能
に
し
て
い

る
の
が
、
航
空
特
例
法
だ
か
ら
だ
。

地
位
協
定
の
第
二
五
条
で
、
日
米
合
同
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
地
位
協

定
と
特
例
法
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
都
合
な
問
題

は
日
米
合
同
委
員
会
で
話
し
合
い
、
合
意
事
項

と
し
て
細
目
を
作
っ
て
い
く
。
日
米
合
同
委
員

会
は
、
日
本
の
外
務
省
の
北
米
局
長
と
ア
メ
リ

る
」
と
い
う
条
文
だ
け
で
は
、
国
内
法
が
適
用

さ
れ
な
い
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
戦
後
の
国
際

法
の
流
れ
の
な
か
で
そ
う
言
え
る
。
日
本
で
国

内
法
が
全
く
適
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え

る
の
は
、
日
本
政
府
や
防
衛
施
設
局
が
何
か
と

い
う
と
三
条
管
理
権
を
盾
に
と
る
か
ら
だ
。
沖

縄
県
の
言
う
こ
と
は
、
実
態
と
し
て
は
そ
の
通

り
だ
と
思
う
が
、
こ
こ
を
も
っ
と
明
確
に
し

て
、
何
が
適
用
で
き
な
い
の
か
、
適
用
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
何
故
な
の
か
を
き
ち
ん
と
詰
め

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
外
国
軍
豚
が
駐

留
す
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
問
題
な
の
だ
と
い
う

こ
と
に
考
え
が
及
ぶ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
位
協
定
は
「
領
域
主
権
」
を
原
則
に
見
直
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

第
三
条
の
見
直
し
と
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
地

位
協
定
の
見
直
し
全
体
に
お
お
い
か
ぶ
さ
る
大

き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
つ

第
二
条
の
二
項
、
三
項
の
内
容
は
次
の
よ
う

な
こ
と
だ
C

基
地
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
は
例

外
的
な
こ
と
だ
。
安
保
条
約
の
目
的
の
た
め
に

限
定
的
に
使
用
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
必
要
が

な
く
な
れ
ば
何
時
で
も
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

基
地
返
還
を
は
ば
む

第
二
条
の
運
用

． 
地
位
協
定
の
第
三
条
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

ま
る
で
冶
外
法
権
の
よ
う
な

．
 

三
条
管
理
権

力
外
務
省
の
担
当
者
で
構
成
す
る
が
、
そ
の
下

に
様
々
な
分
科
会
が
あ
る
。
＞
こ
の
合
同
委
員
会

は
そ
れ
自
体
が
非
公
開
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

合
音
第
項
の
議
事
録
も
原
則
非
公
開
だ
。
何
か

合
意
事
項
で
問
題
が
生
じ
、
国
会
等
で
追
求
さ

れ
た
時
に
、
防
衛
施
設
局
が
し
ぶ
し
ぶ
こ
う
い

う
も
の
が
あ
っ
た
と
出
し
て
く
る
ぐ
ら
い
の
も

の
で
、
今
ま
で
二
十
五
年
間
に
膨
大
な
合
音
麻
1

項
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
秘
密
性
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
九
月
四
日
の
沖
縄

の
事
件
で
も
合
意
事
項
の
「
刑
事
裁
判
管
轄
権

に
関
す
る
事
項
の
第
十
七
条
関
連
」
に
よ
っ
て

身
柄
に
引
き
渡
し
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
を
き
っ
か
け
に
地
位
協
定
の
見
直
し
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
は
じ
め
た
が
、
見
直
し
と
い
う

な
ら
ば
、
「
特
例
法
」
、
「
合
意
事
項
」
の
す
べ
て

を
い
っ
た
ん
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
す
べ
き

で
、
そ
の
上
で
外
国
軍
隊
の
駐
留
を
受
け
入
れ

て
い
る
国
が
、
ど
こ
ま
で
を
甘
受
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
問
う
べ
き
だ
と
思
う
。

以
下
で
は
具
体
的
な
地
位
協
定
の
条
文
に
即

し
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

な
い
し
、
安
保
条
約
の
目
的
に
照
ら
し
て
必
要

が
あ
る
か
無
い
か
、
た
え
ず
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
を
其
体
例
で
検
討
し
て
み
よ
う
。

上
瀬
谷
基
地
は
通
信
基
地
と
し
て
提
供
さ
れ
て

い
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
通
侶
基
地
と
し
て
は

必
要
な
く
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
う
す
る

と
、
合
衆
国
軍
隊
は
い
つ
で
も
そ
れ
が
必
要
か

ど
う
か
検
討
す
る
義
務
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
通

信
基
地
と
し
て
い
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
す
み
や
か
に
返
還
の
対
象
に
す
る
べ
き
で

あ
る
。と
こ
ろ
が
ど
う
か
。
上
瀬
谷
基
地
は
い
つ
の

ま
に
か
「
支
援
施
設
」
に
名
称
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

と
神
奈
川
県
に
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、
国
が
何

も
言
わ
な
い
か
ら
、
自
分
た
ち
と
し
て
も
何
も

知
ら
な
い
と
回
答
し
た
と
い
う
。
日
本
の
自
治

体
の
担
当
者
が
そ
う
い
う
。
米
軍
で
さ
え
も
、

た
え
ず
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
。
米

軍
基
地
が
存
在
す
る
地
方
自
治
体
あ
る
い
は
政

府
は
、
そ
れ
以
上
に
目
を
光
ら
せ
て
、
返
還
し

て
く
だ
さ
い
と
米
軍
が
気
が
付
く
前
に
言
う
。

気
が
付
か
な
い
ま
で
も
、
誰
か
が
そ
う
ら
し
い

と
通
報
す
れ
ば
、
こ
の
条
項
に
あ
た
っ
て
い
る

か
ど
う
か
点
検
す
る
。
あ
た
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
れ
ば
米
軍
に
注
意
を
喚
起
す
る
。
米
軍
は

合
衆
国
は
基
地
の
管
理
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
何
で
も
三
条
管
理

権
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
日
本
政
府
は
米
軍
基

地
に
つ
い
て
調
査
し
た
り
質
問
し
た
り
す
る

と
、
す
ぐ
に
「
地
位
協
定
の
第
三
条
が
あ
る
か

ら
触
れ
な
い
」
と
回
答
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

米
軍
基
地
は
治
外
法
権
の
土
地
で
は
な
い
か
、

日
本
国
で
あ
っ
て
も
日
本
の
主
権
が
及
ば
な
い

土
地
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
も
出
て
く
る
。

し
か
し
、
現
代
の
国
家
と
は
そ
も
そ
も
自
国
の

領
域
に
自
国
の
法
律
を
排
他
的
に
適
用
さ
せ
る

「
領
域
王
権
」
を
持
つ
も
の
だ
。
駐
留
す
る
軍
隊

も
こ
の
「
領
域
主
権
」
を
認
め
る
。
つ
ま
り
、
受

け
入
れ
国
の
国
内
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
の

は
当
然
の
こ
と
だ
。
し
か
し
、

H
本
で
は
そ
れ

が
き
ち
ん
と
確
立
し
て
い
な
い
。

沖
縄
県
が
昨
年
十
一
月
に
政
府
に
提
出
し
た

「
地
位
協
定
の
見
直
し
要
請
に
関
す
る
説
明
資

料
」
で
も
「
米
軍
の
活
動
に
対
し
て
は
原
則
と

し
て
日
本
の
国
内
法
が
適
用
さ
れ
な
い
c

し
た

が
っ
て
、
米
軍
機
の
飛
行
活
動
か
ら
生
じ
る
低

空
飛
行
の
問
題
や
航
空
機
騒
音
に
つ
い
て
は
、

国
内
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
ず
、
騒
音
規
制
の

有
効
な
手
段
が
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
沖

縄
県
は
見
直
し
要
請
と
し
て
米
軍
基
地
に
国
内

法
を
適
用
し
て
ほ
し
い
と
言
う
が
、
第
三
条
の

「
必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き

点
検
す
る
義
務
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
注
意
を
喚

起
さ
れ
た
な
ら
ば
な
お
さ
ら
点
検
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
だ
。
と
こ
ろ
が
い
っ
た
ん
基
地
が
提
供
さ

れ
た
ら
地
方
自
治
体
も
政
府
も
米
軍
に
ま
か

せ
っ
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
地
位
協
定
で
定

め
ら
れ
て
い
る
の
に
政
府
も
米
軍
も
守
ら
な
い

の
は
お
か
し
な
こ
と
だ
。

地
位
協
定
の
第
五
条
は
、
米
軍
の
船
や
飛
行

機
は
日
本
の
空
港
や
港
に
自
由
に
出
入
り
で
き

る
、
基
地
の
間
を
自
由
に
移
動
で
き
る
と
定
め

て
い
る
。
去
年
の
例
で
は
、
民
間
の
空
港
に
九

二
六
回
、
米
軍
機
が
発
着
し
て
い
る
。
基
地
の

み
な
ら
ず
日
本
の
民
間
の
飛
行
場
に
か
な
り
自

由
に
離
発
着
し
て
い
る
。

基
地
の
間
の
移
動
の
自
由
と
い
う
こ
と
は
当

然
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
実
際
に
は
ど
う
い

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
沖
縄
で

は
、
基
地
間
の
移
動
と
い
う
名
目
で
完
全
武
装

で
の
行
軍
の
旗
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
超
低
空

飛
行
訓
練
は
、
騒
音
被
害
だ
け
で
な
く
墜
落
の

危
険
も
は
ら
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
も
訓
練
で
は

な
く
「
基
地
間
の
移
動
」
と
説
明
し
て
い
る
。

．
 

武
装
行
軍
・
低
空
飛
行
な
ど
を
合
理
化

第
五
条
（
基
地
間
移
動
）

........................................................................................... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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「地位協定
への挑戦」
に全国から
支援を！

沖

縄

県

の

見

直

し

要

請

は

、

第

五

条

の

見

直

し

と

し

て

、

緊

急

時

以

外

の

民

間

空

港

の

使

用

禁

止

を

明

記

す

る

こ

と

、

ま

た

移

動

の

定

義

を

明

確

に

し

、

そ

れ

が

演

習

に

使

わ

れ

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

し

て

欲

し

い

と

述

べ

て

い

る

。

ド

イ

ツ

と

N
A
T
O軍と
の

地

位

協

定

に

あ

た

る

「

ボ

ン

補

足

協

定

」

で

も

、

「

軍

構

成

員

は

国

境

を

越

え

て

、

ま

た

連

邦

領

域

内

部

及

び

そ

の

上

空

を

移

動

す

る

権

利

を

認

め

る

。

た

だ

し

、

軍

隊

が

非

軍

事

用

の

民

間

空

港

を

利

用

で

き

る

の

は

緊

急

事

態

の

場

合

、

あ

る

い

は

事

前

の

協

定

に

よ

っ

て

規

定

さ

れ

る

場

合

の

み

」

と

限

定

し

て

い

る

。

こ

れ

が

お

そ

ら

く

あ

る

べ

き

姿

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

]

さ

ら

に

地

位

協

定

第

六

条

一

項

は

不

可

解

な

規

定

だ

。

そ

こ

で

は

非

軍

事

用

の

航

空

管

制

を

米

軍

と

協

調

な

い

し

協

議

し

て

定

め

る

と

さ

れ

て

い

る

。

確

か

に

現

在

の

地

位

協

定

の

前

身

の

、

旧

安

保

に

基

づ

く

行

政

協

定

締

結

当

時

に

は

、

日

本

の

空

の

管

制

を

ア

メ

リ

カ

に

依

存

せ

ざ

る

を

え

な

い

状

況

が

あ

っ

た

か

も

し

れ

な

い

し

か

し

、

今

は

違

う

。

運

輸

大

臣

が

一

元

的

に

も

っ

て

い

る

航

空

管

制

の

権

限

を

排

し

西
宮
・
沖
縄

も
う
泣
き
寝
入
り
は
し
な
い

,

9

9

9

9

,

'

 

米
兵
に
よ
る
交
通
事
故
遺
族
が

公
正
な
賠
償
を
求
め
て
提
訴

「
被
害
者
の
会
」
結
成

沖

縄

県

の

大

学

を

受

験

す

る

た

め

、

兵

庫

県

三

木

市

か

ら

沖

縄

県

宜

野

湾

市

へ

き

て

一

人

暮

ら

し

を

し

て

い

た

海

老

原

鉄

平

さ

ん

（

当

時

十

九

オ

）

は

、

今

年

二

月

米

海

軍

所

属

の

二

四

オ

の

海

軍

上

等

兵

が

運

転

す

る

車

に

は

ね

ら

れ

て

死
亡
し
た
）

一

人

息

子

を

失

い

悲

嘆

に

く

れ

た

両

親

が

直

面

し

た

の

は

「

日

米

安

保

・

地

位

協

定

」

の

厚

い

壁

ニ

一

人

は

今

鉄

兵

さ

ん

の

人

権

回

復

を

か

け

て

「

被

害

者

の

会

]

を

結

成

し

、

こ

れ

ま

で

諦

め

を

強

い

ら

れ

て

き

た

基

地

周

辺

の

人

々

と

共

に

闘

い

を

始

め

た

。

．
 

「

空

の

主

権

」

を

米

軍

に

委

ね

る

時
代
遅
れ
の
六
条
＿
項． 

鉄

兵

さ

ん

の

父

親

海

老

原

大

祐

さ

ん

は

、

西

宮

市

立

西

宮

西

高

校

の

教

員

。

海

老

原

さ

ん

が

属

す

る

西

宮

西

高

校

の

教

職

員

組

合

（

西

高

教

組

）

は

、

当

校

が

定

時

制

で

在

学

生

に

被

差

別

部

落

出

身

者

や

在

日

韓

国

・

朝

鮮

人

生

徒

が

多

い

こ

と

か

ら

、

彼

ら

の

人

権

を

守

る

活

動

に

日

頃

か

ら

熱

心

で

あ

っ

た

。

今

回

組

合

は

、

鉄

平

く

ん

の

事

故

を

組

合

員

の

個

人

的

な

悲

し

み

を

越

え

た

「

米

軍

に

よ

る

人

権

軽

視

の

差

別

問

題

」

と

し

て

受

け

止

め

全

面

的

に

海

老

原

さ

ん

を

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

。

沖

縄

へ

の

連

帯

に

つ

な

が

る

音

塞

茶

守

Q

取

組

み

を

積

極

的

に

行

な

っ

て

い

る

。

外

国

軍

隊

の

駐

留

そ

の

も

の

を

問

う

＇ー・

地
位
協
定
見
直
し
を

沖

縄

で

、

そ

し

て

彼

ら

の

地

元

兵

庫

県

で

注

目

を

浴

び

る

こ

の

「

地

位

協

定

へ

の

異

例

の

挑

戦

」

を

全

国

規

模

に

拡

げ

る

こ

と

は

き

わ

め

て

重

要

な

こ

と

で

あ

る

。

日

米

安

保

が

ダ

レ

か

ら

ナ

ニ

を

守

る

も

の

な

の

か

、

米

軍

兵

士

の

加

害

に

よ

る

「

被

害

者

」

の

立

場

か

ら

見

え

る

も

の

と

は

ー

。

●問い合わせ先：〒 662 西宮市建石町7-43 西宮西高校教職員組合

●支援カンパ振り込み先：郵便振替口座 01130-5-21785 

口座名 西宮市立西宮西高等学校教職員組合

ft 0798 (23) 1911 

●署名にご協力を！

那覇地方裁判所沖縄支部に「米兵による交通事故死損害賠償請求事件」の

公正な審理を求める要請署名

て

、

横

田

、

岩

国

、

嘉

手

納

の

三

つ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

・

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

を

米

軍

の

手

に

委

ね

て

い

る

の

は

、

一

体

ど

こ

か

ら

で

て

く

る

の

か

。

こ

の

六

条

一

項

は

、

根

拠

に

は

な

ら

な

い

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

航

空

法

特

例

法

に

も

規

定

は

な

い

。

六

条

一

項

自

体

、

将

来

の

変

更

の

可

能

性

を

予

想

し

て

い

る

の

に

、

沖

縄

返

還

交

渉

で

は

何

も

変

わ

ら

な

か

っ

た

。

日

本

の

空

の

一

部

を

米

軍

に

委

ね

て

い

る

と

い

う

状

況

は

根

本

的

に

見

直

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

で

は

、

こ

の

よ

う

な

地

位

協

定

を

ど

の

よ

う

に

見

直

し

て

い

く

べ

き

だ

ろ

う

か

。

私

は

、

地

位

協

定

の

運

用

に

あ

た

っ

て

一

番

悪

い

の

は

日

本

政

府

で

は

な

い

か

と

い

う

印

象

を

持

っ

て

い

る

。

地

位

協

定

に

は

さ

ま

ざ

ま

な

問

題

が

あ

る

。

し

か

し

、

そ

の

地

位

協

定

で

す

ら

、

先

の

第

二

条

の

よ

う

に

満

足

に

適

用

さ

れ

て

い

な

い

。

防

衛

施

設

庁

が

米

軍

以

上

に

米

軍

寄

り

の

こ

と

を

言

う

の

だ

。

運

用

の

問

題

を

含

め

て

神

奈

川

県

で

も

見

直

し

案

を

作

っ

て

い

き

た

い

も

の

だ

。

そ

の

際

大

事

な

こ

と

は

、

情

報

公

開

を

徹

底

し

て

は

か

っ

て

い

く

く

こ

と

、

こ

れ

が

必

要

不

可

欠

だ

。

次

に

、

地

方

自

治

体

が

、

合

衆

国

と

の

見

直

し

交

渉

に

参

加

で

き

る

よ

う

に

、

運

動

を

作

っ

た

り

、

う

な

が

し

た

り

し

て

い

く

こ

と

。

地

方

自

治

体

こ

を

基

地

の

実

態

を

つ

か

ん

で

い

る

か

ら

だ

。

ド

イ

ツ

の

「

ボ

ン

補

足

協

定

」

の

改

訂

交

渉

の

時

に

も

、

そ

の

よ

う

な

王

旨

か

ら

連

邦

政

府

だ

け

で

な

く

、

各

州

政

府

の

代

表

も

交

渉

に

参

加

し

て

い

る

。

外

国

軍

隊

の

駐

留

そ

の

も

の

を

問

題

化

で

き

る

よ

う

に

、

具

体

的

な

個

々

の

基

地

の

実

態

を

さ

ら

に

深

く

把

握

し

て

い

き

た

い

と

思

う

。

◆
◆
 

横

浜

弁

護

士

会

の

「

基

地

と

人

権

」

は

市

民

の

立

場

か

ら

地

位

協

定

を

問

う

さ

き

が

け

的

存

在

の

本

だ

。

日

本

評

論

社

刊

・

ニ

三

0
0円
。
（
編
集
部
）
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原子力譲
入祗情報

(84) 

1996.7.8~8.5 
S二原子力潜水艦（原潜）スタージョン級

L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼルス級

一携須置

◇ 7/12 10:00 

◆ 7/18 10:00 

♦ 7/19 09:49 

◇ 7 /21 05:50 

◆ 7/22 09:57 

◇ 7 /24 10:20 

◇ 7/27-―り9:46

原潜サンフランシスコ （L)出港。

原潜キャバラ（S)入港

原潜サンフランシスコ（L)入港。

原潜キャバラ（S) 出港。

原潜キャハラ（S)入港c

原潜サンフランシスコ（L)出港。

原潜キャバラ（S) 出港っ

横須賀累計（うち原潜） ：17(14) 

佐世保

◆ 7/15 

◇ 7/16 

♦ 7/22 

10:25 

14:00 

14:09 

原潜サンフランシスコ（L)入港，

原潜サンフランシスコ（L)出港c

原潜ラホヤ（L)入港っ

佐世保累計（うち原潜） ：6(6) 

朽イトピーチ（沖縄・勝淳町）

● 8/5 10:00 原潜サンフランシスコ（L)入港。

◇伺日 10:30 原潜サンフランシスコ（L)出港。

ホワイトビーチ累計（うち原潜） ：11(11) 

●1996.1.1から8.5までの各地の原子力艦入港
数： （ ）内は原潜

横須賀 17(14) 

佐世保 6(6) 

ホワイトビーチ 11(11) 

合計 34(31) 

地
位
協
定
第
十
八
条

親
に
と
っ
て
、
人
生
こ
れ
か
ら
の
成
人
直
前

の
子
ど
も
を
失
う
悲
し
み
は
如
何
ば
か
り
の
も

の
で
あ
ろ
う
か
C

ほ
と
ん
ど
の
人
は
そ
れ
が
人

生
で
最
大
の
悲
し
み
に
ち
が
い
な
い
こ
と
を

知
っ
て
い
る
ま
し
て
や
海
老
原
さ
ん
の
場
合

は
あ
る
日
突
然
の
、
大
学
受
験
の
結
果
待
ち
の

一
人
息
子
の
死
だ
っ
た
の
だ
。
死
亡
後
、
鉄
平

く
ん
の
も
と
に
は
に
合
格
通
知
が
届
い
た
と
い

ぅ
i
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
切
れ
な
か
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
事
故
は
、
鉄
平
く
ん
が
北
中
城
村

の
国
道
を
ミ
ニ
バ
イ
ク
で
走
行
中
に
起
き
た
。

容
疑
者
の
車
が
キ
ャ
ン
フ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
に
入

ろ
う
と
右
折
、
直
進
し
て
き
た
ミ
ニ
バ
イ
ク
に

気
づ
か
ず
衝
突
。
鉄
平
く
ん
は
頭
を
強
く
打
っ

て
ま
も
な
く
死
亡
し
た
）

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
の
が
「
地
位
協
定
第

十
八
条
」
だ
っ
た
。
補
償
の
問
題
で
あ
る
「
補

償
は
決
し
て
人
の
命
の
代
償
に
な
り
得
は
し
な

い
が
、
加
害
者
が
事
故
を
、
被
害
者
の
人
権
を

ど
う
認
識
す
る
か
を
証
明
す
る
も
の
で
は
あ

る
地
位
協
定
第
十
八
条
は
「
米
兵
は
行
政
処

分
を
受
け
な
い
」
「
損
害
賠
償
金
額
の
決
定
は

防
衛
施
設
局
の
算
定
に
基
づ
き
米
国
側
が
決

定
」
と
決
め
て
い
る
。
新
倉
裕
史
さ
ん
に
よ
れ

被
害
者
の
会
」
を
結
成
し
た
r

)

今
沖
縄
で
被
害

者
を
訪
ね
、
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る

が
、
海
老
原
さ
ん
は
こ
の
動
き
を
是
非
全
国
規

模
の
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
る
。

全
国
か
ら
支
援
を
1
・

西
教
相
は
今
回
の
こ
と
で
あ
ら
た
め
て
沖
縄

の
現
実
、
日
米
安
保
・
地
位
協
定
の
実
態
を
知

り
真
剣
な
取
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
カ
ン

ハ
・
署
名
活
動
を
含
む
訴
訟
支
援
の
他
、
「
地
位

協
定
の
見
直
し
を
要
求
す
る
意
見
書
」
を
政
府

ば
こ
の
十
八
条
は
「
任
務
地
の
移
動
が
あ
る
年

若
い
兵
士
は
被
害
者
へ
の
補
償
が
十
分
で
き
な

い
こ
と
を
想
定
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
」

で
あ
る
と
い
う
。

公
務
外
の
米
兵
が
起
こ
し
た
事
件
・
事
故
の

補
償
は
原
則
的
に
は
個
人
が
行
な
う
。
し
か
し

現
実
に
は
支
払
い
能
力
が
な
い
た
め
に
米
政
府

が
慰
謝
料
を
支
払
う
と
い
う
形
で
行
っ
て
い

る
。
そ
の
際
金
額
の
決
定
権
が
あ
る
の
は
米

国
日
本
の
国
道
で
起
き
た
事
故
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
日
本
の
法
律
が
適
用
さ
れ
な
い
。

遺
族
等
当
事
者
の
意
思
は
反
映
さ
れ
ず
、
結
果

と
し
て
お
そ
ま
つ
な
金
額
に
な
る
。
被
害
者
は

も
し
裁
判
を
起
こ
し
て
勝
訴
し
て
も
な
ん
の
意

味
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

が
泣
き
寝
人
り
だ
っ
た
。
）

提
訴
そ
し
て
「
被
害
者
の
会
」

海
老
原
さ
ん
は
、
去
る
四
月
―
二
日
、
加
害

者
の
米
軍
人
テ
ィ
モ
シ
ィ
・
ボ
ビ
ル
を
相
手

ど
っ
て
七
八
六
0
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
る

民
事
訴
訟
を
那
覇
地
裁
沖
縄
支
部
に
提
訴
し

た
。
ま
ず
六
月
七

H
自
動
車
、
家
財
な
ど
の
動

産
の
仮
差
押
え
が
決
定
し
た
つ
こ
の
後
口
頭
弁

論
、
公
判
が
続
く
が
、
本
人
が
一

0
月
転
属
と

の
見
通
し
も
あ
り
情
勢
は
楽
観
を
許
さ
な
い
。

に
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
請
頻
を
西
宮
市
議
会

へ
出
し
た
り
（
採
択
）
、
ハ
ガ
キ
・
電
話
・
電
子

メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
で
日
米
両
政

府
に
向
け
て
の
働
き
か
け
を
多
く
の
市
民
に
呼

び
か
け
て
い
る
。

こ
の
「
日
常
生
活
の
中
の
闘
争
（
西
教
組
）
」

は
プ
ロ
の
活
動
家
や
政
治
家
で
は
な
く
、
日
常

生
活
そ
の
も
の
を
大
切
に
す
る
人
々
に
よ
る
地

位
協
定
の
不
公
正
へ
の
挑
戦
だ
。
＞
読
者
の
皆
さ

ん
の
支
援
を
呼
び
か
け
た
い
。
）

（
編
集
部
・
山
中
悦
子
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
「
基
本
的
人
権
を
有
す
る
民
衆
と
し
て
当
然
の

自
己
主
張
を
被
害
者
自
身
が
行
い
、
民
事
訴
訟

を
通
し
て
米
側
に
償
い
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
実

質
的
に
不
平
等
な
地
位
協
定
十
八
条
に
異
議
申

し
立
て
を
す
る
」
と
西
教
組
。
英
国
で
米
兵
が

英
国
の
法
律
と
慣
習
に
従
い
、
旧
西
ド
イ
ツ
で

任
意
自
動
車
保
険
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
と
聞
け
ば
、
地
位
協
定
の
不
平
等
さ
は
一
目

瞭
然
。沖
縄
県
基
地
対
策
室
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
で
米

兵
が
一
年
間
に
起
こ
す
事
故
や
事
件
一

0
0
0

件
の
う
ち
九

0
％
は
交
通
事
故
だ
と
い
う
。
警

察
庁
の
資
料
で
は
こ
の
一
五
年
間
で
の
人
身
事

故
は
八
一

0
件
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
し
か
し
米

兵
の
大
半
は
、
保
険
額
一
(

)

0

万
円
程
度
の
物

損
保
険
に
任
意
加
入
す
る
だ
け
で
対
人
保
険
ま

で
加
入
す
る
例
は
多
く
は
な
い
。
一
方
米
軍
側

は
基
地
内
で
仕
事
を
す
る
日
本
人
業
者
に
約
一

億
円
程
度
の
対
人
任
意
自
動
車
保
険
証
の
提
示

を
求
め
て
い
る
と
い
う
。

今
回
の
海
老
原
さ
ん
の
こ
う
し
た
動
き
は
沖

縄
で
共
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
去
る

一
月
に
米
兵
の
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
た
金
城

ロ
シ
ー
タ
さ
ん
（
当
時
―
二
六
オ
）
ら
母
子
三
人

の
逍
族
も
損
害
賠
償
を
求
め
て
那
覇
地
裁
沖
縄

支
部
に
提
訴
し
た
。
海
老
原
さ
ん
、
金
城
さ
ん

の
二
遺
族
は
今
「
米
軍
人
・
軍
属
に
よ
る
事
件

（
ニ
ペ
ー
ジ
か
ら
）

昨
年
十
月
の
公
聴
会
で
は
、
ビ
ー
ラ
イ
タ
ー

氏
は
少
女
レ
イ
プ
事
件
に
「
非
常
に
遺
憾
な
出

来
事
」
と
触
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
半
年
の
間

に
こ
れ
だ
け
の
認
識
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
変
化
は
お
そ
ら
く
ビ
ー
ラ
イ
タ
ー
氏

一
人
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
•
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
が
劇
的
な
政
策
変
更
に
つ
な
が
っ
て
い
く

道
筋
は
さ
し
あ
た
っ
て
は
見
え
な
い
。
だ
が
、

ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
す
で
に
、
海
兵
隊
の
撤
退

が
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

．
 

沖
縄
の
闘
い
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
空
気
を

間
違
い
な
く
変
え
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
日
本
の

政
治
家
や
官
僚
は
ど
う
か
。
こ
の
一
年
で
も
っ

と
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
が
彼
ら
で
は
な
い

か
。
バ
ン
ド
エ
イ
ド
ど
こ
ろ
か
、
傷
口
に
睡
を

塗
る
程
度
の
「
基
地
の
タ
ラ
イ
回
し
」
で
し
か

事
態
に
対
応
で
き
な
い
日
本
の
政
治
を
見
る
に

つ
け
て
、
果
て
し
な
く
暗
い
気
持
ち
に
な
る
。

し
か
し
、
メ
ゲ
て
い
て
も
始
ま
ら
な
い
。
巻
の

人
々
の
よ
う
に
、
沖
縄
の
人
々
の
よ
う
に
、
私

た
ち
は
私
た
ち
の
や
り
方
で
、
言
葉
で
「
基
地

は
い
ら
な
い
、
ど
こ
に
も
」
と
訴
え
続
け
よ
う
。

私
だ
っ
た
ら
、
ま
ず
、
こ
こ
神
奈
川
で
。

吹
い
て
い
る
の
は
逆
風
だ
け
で
は
な
い
の
だ

か

ら

し

）

（

田

巻

一

彦

）
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ー一→ ● 先日酷暑の大和へ。法隆寺の文珠菩

薩・普賢菩薩の前で私は恐れ多くも「今は

明王（怠怒形の菩薩）に変身すべき時で

す」と進言。菩薩は仏陀になるため道を求

めて修行中の人。柔和な表情が持ち味なの

だが敢えて。前号で「汚染区」を紹介させ

ていただいたことへのお礼のFAXがフィ

ジーの萱野正俊さんから届いた。萱野さん

は私のこの考えに賛成して下さるだろう

か。（や）

● 読者のYさん率いる”SCREAMY

BOPPERS"oライブは一度しか聴い

ていないが、骨太で正統的な”ROCK"

を感じさせるよいBANDだ。Yさんいつ
もインフォメーションを貰いながら都合が

つかずすまぬすまぬ。都内各ライブスポッ

トに出没中とのことなので、皆さん是非一

度。おすすめなのだ。

（今号はほとんど何もしていない「ま」）

● 最初は部屋の照明が暗いのかと思っ

た。もらった名刺の郵便番号が全く読めな

いのである。活字が小さすぎる！と腹をた

てて娘に見せたら「全然小さくない」とい

う冷たいお言葉であった。そう言えば、ポ

ケット英和辞典なんかまるでダメなんだよ

ね。遠くのものは良く見えるんだけどな

ぁeこれって一体…e （た）

編

集

室

か

仁

ら

会計報告
(96.6.25~96.7.31) 

［収入］
0前月からの繰越し

0今月の収入

会費収入

（内訳） 維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入

運動収入

219.000 

353,800 

253,000 

36,000 

32.000 

゜13.000 
172.000 

100.000 

゜800 
゜［支出］

●今月の支出 288,487 

事務所代 (7、8月分） 80,000 

水道光熱費 4,229 

電話FAX費（5月分） 5,129 

郵送費 58,730 

文具・備品 0 

印刷・コピー代 109,436 

郵便振替等手数料 3,380 

雑費 27,583 

●次月への繰越し 284,313 

＊行動費は行動プロジェクト毎の独立採算となってい

るため、それにあてはまらない収支のみがこの欄に計

上されます。
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No.44（通巻123号）

発行●脱軍備ネットワークキャッチピース

連絡事務所●〒222 横浜市港北区錦ヶ丘

104 ハイツ幸1-B

C 045(433)3483 

FAX 045(593)1824 

EMAIL QZT04441@niftyserve. or. jp 

編集●月刊キャッチピース編集委員会

郵便振替●00160-7-136148キャッチピース
定価● 10 0円（通信会員年間3000円）

会
計
か
ら

郵
便
局
に
行
く
。
振
替
用
紙
に
金
額
と
名
前

を
書
く
。
お
金
を
添
え
て
窓
口
に
渡
す
。
忙
し

さ
に
ま
ぎ
れ
て
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
な
か
な
か

で
き
な
い
。
こ
れ
が
私
の
経
験
で
す
。
今
月
も

送
ら
れ
て
き
た
沢
山
の
会
費
と
カ
ン
パ
。
事
務

的
な
通
知
書
の
向
こ
う
に
、
読
者
の
皆
さ
ん
の

姿
形
を
少
し
感
傷
的
に
な
っ
て
思
い
浮
か
べ

る
こ
と
を
お
許
し
下
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き

ま

す

。

●

藍
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